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児童図書に感謝
石巻市立大谷地小学校長が訪問

宮城県石巻市立
おお や ち

大谷地小学校の杉

山昭夫校長（写真

中央）が７月２８日

市役所を訪れ、本

市から東日本大震

災で被災した石巻

市の小学校へ児童

図書を贈ったことへのお礼の言葉を野田市長に伝えました。

この支援は、杉山校長が静岡で開催された研修会で知り合

った市教育センターの塩尻文男所長（写真左）へ震災後に電

話をしたことがきっかけで、本市から児童図書約５，０００冊を贈

ったものです。

届けた児童図書は、大谷地小学校に１，５００冊、同小学校の保

護者らに８００冊が配られたほか、大谷地小学校を除く学校園や

ボランティアなどに約２，７００冊が配られました。

杉山校長が「本を手に取り、子どもたちが目を輝かせてい

ました。ありがとうございました」と話すと、野田市長は「遠

い大阪からではありますが、今後もできる限りの支援をして

いきます」と答えていました。

また、杉山校長から石巻市長のメッセージとともに、児童

や読み聞かせボランティアのお礼の手紙も野田市長に手渡さ

れました。

数回であれば医学的影響なし

放射性セシウム汚染牛肉
全国で放射性セシウムに汚染された可能性のある牛肉が流

通しています。

市では、放射性セシウムに汚染された可能性のある牛肉の

流通調査を行い、暫定規制値を超えた牛肉が流通しないよう

に努めています。また、国では、万一暫定規制値を超えた牛

肉を食べても、数回であれば医学的に影響はないとしていま

すので、健康上の問題など、過度に心配する必要はありません。

■問合せ先 食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、�０７２（９６０）３８０７

８月３０日～９月５日は防災週間

災害への備えは万全に
東日本大震災の発生から５か月が経過しましたが、被災地

では今なお復旧に向けた作業が続けられています。また、本
き ぐ

市を含む近畿・東海地方でも東南海・南海地震の発生が危惧

されており、防災への関心が高まっています。

８月３０日�から９月５日�までは防災週間です。市では週
間中、次の取組みを行います。この機会に防災について考え、

万一のために備えておきましょう。

【防災パネル展】
防災週間にあわせ、市役所本庁舎１階多目的ホールで、東

日本大震災の状況や避難場所などのパネル展示、ビデオ上映

などを行います。

とき ８月３０日�～９月５日�午前１０時～午後４時（土・
日曜日は除く）

■問合せ先 危機管理室 ０６（４３０９）３１３０、�０６（４３０９）３８２０
【建築物を防災査察】
安全で安心な住みよいまちづくりをめざし、防災週間中は

不特定多数の人が利用する小規模雑居ビルなどの建築物を消

防部局と連携して防災査察します。また、建築物防災相談コ

ーナーを指導監察課に開設します。

■問合せ先 指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、�０６（４３０９）３８３４

子どもた
ちの安全を
見守る松岡修さん

市
内
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
を
生
か
し
、
仕
事
や
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
で
、
地
域
の
た
め
に
活
躍
し
て
い
る
高
齢
者
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
も
、
６０
歳
を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
高

齢
者
が
入
会
し
、
清
掃
作
業
や
除
草
作
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
９
月
の
高
齢
者
保
健
福
祉
月
間
を
前
に
、
シ

ル
バ
ー
会
員
を
紹
介
し
ま
す
（
入
会
方
法
な
ど
は
４
面
に
掲
載
）。

西
若
宮
保
育
園
で
子
ど
も
た

ち
の
見
送
り
や
送
迎
車
両
の
整

理
の
仕
事
を
す
る
松
岡
修
さ
ん

は
７４
歳
（
写
真
上
）。

退
職
後
に
本
を
借
り
よ
う
と

図
書
館
へ
行
っ
た
と
き
に
ポ
ス

タ
ー
を
見
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
ま
し
た
。

平
日
午
後
４
時
か
ら
５
時
４５

分
ま
で
、
西
若
宮
保
育
園
の
正

門
前
で
暑
い
日
も
雨
の
日
も
関

係
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に

な
っ
て
４
年
で
す
が
、『
明
る
く

心
の
こ
も
っ
た
仕
事
』
を
モ
ッ

ト
ー
に
毎
日
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
園
長
先
生
や
先
生
方
も
や

さ
し
く
、
大
変
仕
事
が
し
や
す

い
で
す
。
何
よ
り
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
働
く
力
に
な
り
ま
す

ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ズ
ミ
ヤ
若
江
岩
田

店
で
働
く
大
西
勝
一
さ
ん
は
、

市
内
の
町
工
場
で
６０
歳
ま
で
働

い
た
後
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
入
会
し
ま
し
た
（
写
真

右
）。同店

で
は
、
約
１０
人
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
が

仕
事
を
し
て
お
り
、
商
品
の
荷

受
け
や
仕
分
け
な
ど
、
１
日
４

時
間
の
作
業
を
し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
仕
事
を
始
め
て
５
年

に
な
り
ま
す
が
、
伝
票
番
号
や

仕
分
け
先
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

最
初
は
覚
え
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。
で
も
、
今
で
は
た
く
さ

ん
友
達
も
で
き
、
大
変
楽
し
く

仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
７１
歳
に

な
り
ま
す
が
体
を
動
か
し
て
働

い
て
い
る
せ
い
か
、
体
調
も
い

い
で
す
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

仕事の様子をうれしそうに
話す大西勝一さん

２市職員を募集

３減免申請の決定通知書を送付

４シルバー会員募集

６・７・８お知らせコーナー

■人 口：503，903人
■世帯数：221，354世帯（平成23年7月1日現在）

「「
まま
だだ
まま
だだ
、、働働
けけ
るる
��
」」

地地
域域
でで
活活
躍躍
すす
るる

もくじ
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古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

不審者対策～遠回りでも、明るく人通りの多い道路を歩きましょう ―東大阪市治安対策本部―
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事
務
・
技
術
職
員
、

消
防
吏
員
、幼
稚
園
教
員

市
職
員（
事
務
・
技
術
職
員
、

消
防
吏
員
、
幼
稚
園
教
員
）
の

採
用
試
験
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
受
験
資
格
や
職
種
、
採

用
予
定
人
数
は
表
の
と
お
り
で

す
。◇

試
験
日

▽
第
１
次
�
９

月
１８
日
�

▽
第
２
・
３
次
�

第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

▽

第
１
次
�
１０
月
７
日
�

▽
第

２
次
�
１１
月
上
旬

▽
第
３
次

�
１２
月
中
旬

◇
受
付
期
間

８
月
２３
日
�

〜
９
月
５
日
�

※
申
込
書
は
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
、
上
下
水
道
局
総

務
課
、
消
防
局
人
事
教
養
課
で

交
付
。

身
体
障
害
者
を
対
象

と
し
た
事
務
職
員

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

市
職
員
（
事
務
職
員
）
の
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
験
資
格
や
職
種
、
採
用
予
定

人
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

◇
試
験
日

▽
１０
月
３０
日
�

�
教
養
試
験
、作
文
、適
性
検
査

▽
１１
月
６
日
�
�
口
述
試
験

◇
合
格
発
表
（
予
定
）

１２

月
中
旬

◇
受
付
期
間

９
月
６
日
�

〜
２６
日
�

※
申
込
書
は
人
事
課
、
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
で
交
付
。

◇

◇

※
日
本
国
籍
の
有
無
に
関
わ

ら
ず
受
験
で
き
ま
す
。
申
込
時

の
請
求
に
基
づ
い
て
、不
合
格
者

の
み
試
験
成
績
を
開
示
し
ま
す
。

申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

人

事
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

１
７
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
１
９

市
で
は
、
環
境
の
保
全
と

創
造
の
指
針
と
な
る
「
第
２

次
環
境
基
本
計
画
」
を
３
月

に
策
定
し
、「
み
ん
な
で
引
き

継
ぐ
豊
か
な
環
境
創
造
都
市

・
東
大
阪
」
を
め
ざ
し
て
、

市
民
・
事
業
者
・
民
間
団
体

が
連
携
・
協
働
し
な
が
ら
、

環
境
を
守
り
育
ん
で
い
ま
す
。

今
年
か
ら
情
報
の
共
有
や

活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
る
た
め
「
東
大
阪
環
づ
く

り
会
議
」
を
開
催
し
、
行
政

の
取
組
み
や
地
域
の
活
動
状

況
の
報
告
、
情
報
交
換
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

１０
月
１５
日
�
午

前
１０
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

市
役
所
本
庁

舎
１８
階
研
修
室

◇
対
象

市
内
在
住
、
在

勤
、
在
学
（
い
ず
れ
か
）
の

１８
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
は
不
可
。

◇
募
集
人
数

７
つ
の
リ

ー
ジ
ョ
ン
地
域
ご
と
に
２
人

（
計
１４
人
程
度
・
抽
選
）

◇
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に

会
議
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
（
在
勤
の
方
は
事

業
所
名
・
所
在
地
・
電
話
番

号
・
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
も
。

在
学
の
方
は
学
校
・
学
部
・

学
科
名
も
）、
電
話
番
号
、
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
書
い
て
、

８
月
３１
日
�
（
必
着
）
ま
で

に
郵
送
（
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ

ー
ル
も
可
）

◇
応
募
・
問
合
せ
先

〒
５７７

・
８
５
２
１
市
役
所
環
境
企
画

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８
、Ｅ
メ
ー
ルk

an

k
y
o
k
ik
a
k
u
@
city
.h

ig
a
s
h
io
s
a
k
a
.lg
.jp

市
で
は
、
市
内
中
小
企
業

の
技
術
開
発
力
の
向
上
や
製

品
の
高
付
加
価
値
化
を
支
援

す
る
た
め
、
製
品
化
に
向
け

た
試
作
品
の
製
作
な
ど
、
製

品
の
事
業
化
に
取
り
組
む
中

小
企
業
者
に
対
し
、
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
交
付
を
受
け
る
た

め
に
は
、
事
業
計
画
な
ど
を

提
案
し
、
採
択
を
受
け
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

◇
対
象

市
内
に
本
社
ま

た
は
工
場
が
あ
り
、
引
き
続

き
１
年
以
上
事
業
を
営
む
中

小
企
業
者

◇
補
助
額

事
業
経
費
に

か
か
る
合
計
額
の
２
分
の
１

以
内
（
上
限
５０
万
円
）

◇
申
込
方
法

提
案
書
類

と
添
付
書
類
な
ど
を
８
月
１６

日
�
〜
９
月
７
日
�（
必
着
）

に
郵
送
ま
た
は
直
接

※
提
案
書
類
は
モ
ノ
づ
く

り
支
援
室
で
配
布
。
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
で
き
ま
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

〒
５７７
・
８
５
２
１
市
役
所
モ

ノ
づ
く
り
支
援
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
７
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

４
６

受験資格および職種、採用予定人数（事務・技術職員、消防吏員、幼稚園教員）
年 齢

昭和５７年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた方

昭和５２年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた方

昭和５７年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた方

昭和５７年４月２日以降に生ま
れた方

昭和５２年４月２日以降に生ま
れた方

平成２年４月２日から平成６
年４月１日までに生まれた方
ただし、消防職で救急救命士
の国家資格がある方または救
急救命士養成所をすでに卒業
もしくは卒業見込みの方は、
昭和６３年４月２日から平成６
年４月１日までに生まれた方

昭和５７年４月２日以降に生ま
れた方

昭和４７年４月２日から昭和５７
年４月１日までに生まれた方

昭和３７年４月２日から昭和４７
年４月１日までに生まれた方

昭和５７年４月２日以降に生ま
れた方

昭和４７年４月２日から昭和５７
年４月１日までに生まれた方

昭和５７年４月２日以降に生ま
れた方

※１ 事務Ｂは、社会福祉主事の任用資格をすでに取得または平成２４年３月までに取得見込みの方に限ります。
業務内容は、福祉・医療部門での相談、指導、支援、調査などの専門的業務です。
社会福祉主事の任用資格を取得するには、次のいずれかに該当することが必要です。
�厚生労働大臣の指定する科目のうち、大学などにおいて３科目以上履修し、卒業すること
�厚生労働大臣の指定する養成機関または講習会の課程を修了すること
�社会福祉士または精神保健福祉士の資格を取得していること

※２ 土木Ｂは、水道企業職員としての採用になります。
※３ 文化財の発掘調査および保護に関する専門的知識および技術を有している人に限ります。
※４ 実務経験とは、正社員、非常勤、アルバイトなど問いませんが、１週間の平均勤務時間が３０時間以上であることが必要です。
※５ 保育士の実務経験とは、保育士資格または幼稚園教諭免許で認可保育所に勤めていた期間です。

ふ

※６ 幼稚園教員で日本国籍を有しない方の採用は、任用期限を附さない常勤講師に任用します。ただし、その職名は教諭（指導
専任）とします。

受験資格および職種、採用予定人数（身体障害者を対象とした事務職員）
年 齢

昭和５７年４月２日から平成６
年４月１日までに生まれた方

採用予定人数

６８人程度

１０人程度

４人程度

９人程度

５人程度

５人程度

１人

５人程度

２人程度

１人

９人程度

３人程度

２人程度

２人程度

２人程度

６人程度

６人程度

３人程度

２人程度

２人程度

１人

１人

５人程度

採用予定人数

２人程度

職 種

事務Ａ

事務Ｂ ※１

消 防

土木Ａ

土木Ｂ ※２

建 築

電 気

化 学

心理判定員

文化財専門員
※３

事 務

消 防

土 木

建 築

機 械

保育士Ａ

保育士Ｂ
※４・５

保育士Ｃ
※４・５

幼稚園教員Ａ
※６

幼稚園教員Ｂ
※４・６

臨床検査技師

臨床工学技士

保健師

職 種

初級事務
（身体障害者
を対象）

資格など

大学卒業程度の学力を有する方

学校教育法による大学（短大を除く）をすでに卒業ま
たは平成２４年３月卒業見込みで、それぞれの専門課程
を修了または平成２４年３月修了見込みの方

学校教育法による大学（短大を除く）をすでに卒業ま
たは平成２４年３月卒業見込みで、心理学の専門課程を
修了または平成２４年３月修了見込みの方

学校教育法による大学（短大を除く）をすでに卒業ま
たは平成２４年３月卒業見込みで、考古学の専門課程を
修了または平成２４年３月修了見込みかつ学芸員資格を
すでに取得または平成２４年３月取得見込みの方

高等学校卒業程度の学力を有する方

高等学校の専門課程修了程度の学力を有する方

保育士資格および幼稚園教諭免許をすでに取得または平成
２４年３月取得見込みの方

保育士資格をすでに取得していて、認可保育所において平
成２３年３月３１日までに通算５年以上の実務経験がある方

保育士資格をすでに取得していて、認可保育所において平
成２３年３月３１日までに通算１０年以上の実務経験がある方

幼稚園教諭免許および保育士資格をすでに取得または平成
２４年３月取得見込みの方

幼稚園教諭免許をすでに取得していて、国公私立の幼稚園
の教員（講師含む）として平成２３年３月３１日までに通算３
年以上の実務経験がある方

それぞれの免許をすでに取得または来春取得見込みの
方

資格など
自力で通勤ができ、介護者なしに一般事務職としての職務遂
行が可能であり、次の要件をすべて満たす方
�高等学校卒業程度の学力を有する方
�身体障害者手帳（１級～４級）の交付を受けている方
�活字印刷文による出題に対応できる方
�平成２３年８月８日現在、引き続き３か月以上（５月９日
以前から）市内に住所がある方

区分

上級

初級

医療
職

わ

「東大阪環づくり会議」に参加を

あ
な
た
の

を
市
政
に

～環境を守り育んでいくために

中
小
企
業
を
応
援

試
作
品
の
製
作
に
補
助
金

（２）平成２３年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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８
月
１
日
ま
で
に
国
民
健
康

保
険
料
の
減
免
申
請
（
失
業
や

休
廃
業
に
よ
る
所
得
の
著
し
い

減
少
減
免
を
除
く
）
を
し
た
世

帯
に
、
決
定
（
変
更
）
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

承
認
の
世
帯
に
は
「
保
険
料

決
定
（
変
更
）
通
知
書
」
を
、

不
承
認
の
世
帯
に
は
「
不
承
認

通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
（
８

月
１５
日
�
発
送
予
定
）。

承
認
の
場
合
、
３
期
（
８
月

分
）
以
降
は
８
月
に
送
付
す
る

変
更
通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
３
期
以
降
を
支

払
い
済
み
で
過
払
い
の
場
合
は
、

後
日
還
付
通
知
書
ま
た
は
充
当

通
知
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、失
業
や
休
廃
業
に
よ
る

所
得
の
著
し
い
減
少
で
減
免
申

請
を
し
た
世
帯
の
判
定
は
、来
年

５
月
末
の
予
定
で
す
。
保
険
料

の
過
払
い
の
場
合
は
判
定
後
に

還
付
ま
た
は
充
当
し
ま
す
の
で
、

分
割
納
付
相
談
中
以
外
の
世
帯

は
６
月
に
送
付
し
た
決
定
通
知

書
で
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
支
援
奨
励
金
を
交
付

保
険
料
を
完
納
し
た
３
人
以
上
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方
が
対
象

市
で
は
、
平
成
２３
年
度
分
の

国
民
健
康
保
険
料
を
完
納
し
た

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
以
上

を
養
育
し
て
い
る
方
に
「
多
子

世
帯
に
係
る
子
育
て
支
援
奨
励

金
」
を
交
付
し
ま
す
。

１８
歳
未
満
の
子
ど
も
３
人
目

以
降
、
人
数
に
応
じ
て
均
等
割

額（
軽
減
適
用
後
）の
２
分
の
１

を
子
育
て
支
援
奨
励
金
と
し
て

来
年
５
月
に
指
定
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。該
当
世
帯
に
は
、振

込
先
を
確
認
す
る
通
知
を
来
年

４
月
に
送
り
ま
す
。
子
育
て
支

援
奨
励
金
の
交
付
を
受
け
る
た

め
に
も
、来
年
３
月
３１
日
ま
で
に

保
険
料
を
完
納
し
て
く
だ
さ
い
。

�
参
考
�
１８
歳
未
満
の
子
ど

も
が
３
人
い
る
世
帯
で
、
ほ
か

に
軽
減
な
ど
が
な
い
場
合
�
均

等
割
（
子
ど
も
１
人
分
）〔
２
万

７
１
２
０
円
（
医
療
分
）
＋
７

６
８
０
円
（
支
援
金
分
）
〕
の
半

額
�
１
万
７
４
０
０
円
を
交
付
。

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金

相
当
額
等
一
部
助
成
）
医
療

証
は
、
８
月
１
日
か
ら
新
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
新
し
い
医

療
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
が
、

届
い
て
い
な
い
方
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
古
い

医
療
証
は
必
ず
返
却
し
て
く

だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

老
人
医
療（
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
）医
療
証
は
、

健
康
保
険
被
保
険
者
証
な
ど

と
同
時
に
医
療
機
関
へ
提
示

す
る
と
保
険
診
療
の
自
己
負

担
額
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
は
、６５
歳
以
上
で
次
の

�
〜
�
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、対
象
者
本
人
の
所
得
が
平

成
２３
年
度
所
得
制
限
額（
表
）

を
超
え
て
い
な
い
方
で
す
。

�
障
害
者
医
療
費
助
成
制

度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

方

▽
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
所
持
者

▽

療
育
手
帳（
Ａ
）所
持
者

▽

療
育
手
帳（
Ｂ
１
）お
よ
び
身

体
障
害
者
手
帳
所
持
者

�
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費

助
成
制
度
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方
（
所
得
制
限
額
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

�
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
実
施
要
綱
に
規
定
す
る
疾

患
の
あ
る
方
（
受
給
者
証
ま

た
は
登
録
者
証
所
持
）

�
感
染
症
の
予
防
お
よ
び

感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医

療
に
関
す
る
法
律
第
３７
条
の

２
に
基
づ
く
結
核
患
者
（
患

者
票
所
持
）

�
障
害
者
自
立
支
援
法
に

基
づ
く
精
神
通
院
医
療
を
受

け
て
い
る
方（
受
給
者
証
所
持
）

対
象
者
で
交
付
申
請
を
し

て
い
な
い
方
は
、医
療
助
成
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
必
ず
届
出
を
】

次
の
と
き
は
必
ず
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

▽
転
出
や
転
居
す
る
と
き

▽
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

▽
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
と

き

▽
死
亡
し
た
と
き

▽

生
活
保
護
を
受
け
た
と
き

▽
交
通
事
故
な
ど
第
三
者
の

行
為
に
よ
り
病
気
や
け
が
を

し
て
健
康
保
険
と
老
人
医
療

（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一

部
助
成
）
医
療
証
で
治
療
を

受
け
た
と
き

◇
問
合
せ
先

医
療
助
成

課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
６
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

次
の
と
お
り
休
日
・
夜
間
・
出

張
納
付
相
談
を
行
い
ま
す
。
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

方
は
、保
険
料
決
定
通
知
書（
納

付
書
）
な
ど
通
知
書
番
号
・
被

保
険
者
番
号
の
わ
か
る
書
類
を

持
参
し
、相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

休
日
・
夜
間
・
出
張
納
付
相

談
は
、
来
所
の
み
で
、
電
話
で

の
照
会
や
相
談
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
休
日
・
夜
間
納
付
相
談
】

◇
と
き

▽
休
日
�
８
月
２７

日
�
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、

２８
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

▽
夜
間
�
８
月
２９
日
�
、
３０
日

�
午
後
５
時
３０
分
〜
８
時

◇
と
こ
ろ

医
療
保
険
室
保

険
料
課

【
出
張
納
付
相
談
】

◇
と
き

８
月
２６
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

布
施
駅
前
行
政

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い

徴
収
嘱
託
員
制
度

金
融
機
関
や
市
役
所
で
の
納

付
が
困
難
な
方
は
、
自
宅
ま
で

徴
収
嘱
託
員
が
伺
っ
て
保
険
料

を
徴
収
す
る
「
徴
収
嘱
託
員
制

度
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

保
険
料
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
１
６
８
、�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
０
７

入
院
時
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）
ま

で
と
な
る
「
限
度
額
適
用
認
定

証
」（
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

は
入
院
時
の
食
事
療
養
費
も
減

額
）
の
手
続
き
は
お
済
み
で
す

か
。交

付
を
受
け
る
に
は
、
申
請

が
必
要
で
す
。今
お
持
ち
の「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
医
療
保
険
室
資
格
給

付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
保
険
料
の
滞
納

が
あ
る
と
き
な
ど
は
、
認
め
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

が
「
９０
日
を
超
え
る
入
院
」
を

し
た
場
合
は
、
入
院
日
数
の
わ

か
る
領
収
書
を
添
え
て
再
申
請

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

は
申
請
日
の
属
す
る
月
の
１
日

か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）】

全
世
帯
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
認
定
証
」
を
申
請
に
よ
り

交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
方
は
、
入
院
時

の
食
事
療
養
費
も
減
額
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
の
方
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
を
含
む
）】

７０
歳
以
上
の
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
を
対
象
に
「
限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定

証
」
を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま

す
。【

７０
歳
以
上
の
市
民
税
非
課

税
世
帯
以
外
の
方
（
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
含
む
）】

受
給
者
証
お
よ
び
被
保
険
者

証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

入
院
時
の
支
払
い
が
自
己
負
担

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
が
高
額
の

と
き
は
申
請
を

高
額
療
養
費

１
か
月
の
一
部
負
担
金
が
自

己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、

超
え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
し
し
ま
す
。
領
収
書

を
添
え
て
、
医
療
保
険
室
資
格

給
付
課
ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ

い
（
時
効
は
２
年
）。

た
だ
し
保
険
料
の
滞
納
が
あ

る
と
き
な
ど
は
、
認
め
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
除
く
）】

「
同
じ
人
」
が
「
同
じ
月
内
」

に
「
同
じ
医
療
機
関
（
外
来
・

入
院
別
）」に
支
払
っ
た
一
部
負

担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超

え
た
場
合
、
超
え
た
額
を
高
額

療
養
費
と
し
て
払
い
戻
し
し
ま

す
。ま

た
世
帯
内
で
、「
同
じ
月
内
」

「
同
じ
医
療
機
関
」
に
、
２
万

１
０
０
０
円
以
上
の
一
部
負
担

金
を
２
回
以
上
支
払
っ
た
場
合

は
世
帯
合
算
し
、
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
額
を
申
請
に
よ

り
払
い
戻
し
し
ま
す
。

【
７０
歳
以
上
の
方
（
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
を
含
む
）】

同
じ
月
の
す
べ
て
の
外
来
・

入
院
の
一
部
負
担
金
が
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
額
を
高
額
療
養
費
と
し
て

払
い
戻
し
し
ま
す
。
ま
た
、
入

院
の
場
合
は
同
一
制
度
の
方
と

世
帯
合
算
し
ま
す
。

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
方
は
、
自
己
負
担
限
度
額

を
超
え
る
と
、
大
阪
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
申
請

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
書
い
て
申
請
し
て
く

だ
さ
い
（
領
収
書
は
不
要
）。

◇

◇

◇
問
合
せ
先

医
療
保
険
室

資
格
給
付
課

０
６
（
４
３

０
９
）３
１
６
７
、�
０
６（
４
３

０
９
）
３
８
０
４

自己負担限度額表

自己負担限度額

１５０，０００円
（８３，４００円）

＋
総医療費�１０割�が５００，０００円
を超えた分の１％を加算

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００円
を超えた分の１％を加算

３５，４００円
（２４，６００円）

自己負担限度額
外来＋入院�世帯単位�

８０，１００円
（４４，４００円）

＋
総医療費�１０割�が２６７，０００
円を超えた分の１％を加算

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注 （ ）内は、過去１２か月以内に４回以上高額療養費の支給があった場合
の４回目以降の限度額

※１ 基礎控除後の総所得金額が６００万円を超える世帯の方
※２ 課税所得が１４５万円以上で、収入が高齢者単独世帯で年収３８３万円以上、

高齢者複数世帯で年収５２０万円以上の方
※３ 世帯全員が市民税非課税世帯の方
※４ 世帯全員が市民税非課税で、各所得（特別控除前）がいずれも０円とな

る方（老人単身世帯で年金収入のみの場合は年収８０万円以下の方）

外来〈個人単位〉

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

上位所得者
※１

一 般

市民税
非課税世帯

現役並み所得者
※２

一 般

低所得者�
※３

低所得者Ⅰ
※４

市民税
非課税
世 帯

７０
歳
未
満
の
方
（
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
を
除
く
）

７０
歳
以
上
の
前
期
高
齢
者

お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
方

�の方の
平成２３年度所得制限額表

所得制限額

４６２万１，０００円

５００万１，０００円

５３８万１，０００円

※１人増すごとに３８万円を加算。

扶養親族
などの数

０人

１人

２人

���の方の
平成２３年度所得制限額表

所得制限額

２２４万円

２５９万円

２８８万円

※１人増すごとに２９万円を加算。

扶養親族
などの数

０人

１人

２人

減免申請の決定通知書を送付

限度額適用認定証
手続きはお済みですか

国民健康保険・後期高齢者医療保険

国民健康保険

納
付
が
困
難
な
方
は
相
談
を

休
日
・
夜
間
・
出
張
納
付
相
談

８
月
１
日
か
ら
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す

老
人
医
療（
一
部
助
成
）医
療
証

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年８月１５日（３）
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シ
ル
バ
ー
会
員
募
集
中

シシ
ルル
ババ
ーー
会会
員員
募募
集集
中中

シルバー人材センターの会員数は８月１日現在、

男性１，０４７人、女性５３２人。高齢者がさまざまな仕事

で活躍しています。

あなたもシルバー会員になって、いきいきとした

生活を楽しみませんか。

平
成
２４
年
度
の
幼
稚
園
児
を
募
集
し
ま
す
。

市
内
の
幼
稚
園
で
は
、
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し

い
遊
び
や
行
事
を
通
し
て
、「
や
さ
し
さ
や
思
い

や
り
な
ど
の
豊
か
な
心
」「
物
事
に
積
極
的
に
取

り
組
む
意
欲
」「
健
康
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
る
こ
と
」
な
ど
、
幼
児
期
に
望
ま
し
い
力
が

育
つ
よ
う
に
保
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
官
公
庁
や
民
間
事
業
所
、

一
般
家
庭
な
ど
か
ら
、
高
齢
者

に
適
し
た
仕
事
を
請
け
負
い
、

会
員
へ
提
供
し
て
い
ま
す
。
力

の
い
る
仕
事
や
危
険
な
仕
事
、

反
福
祉
的
な
仕
事
を
提
供
す
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

会
員
は
、
あ
ら
か
じ
め
希
望

職
種
（
表
）
を
セ
ン
タ
ー
に
登

録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
仕

事
の
依
頼
が
あ
る
と
、
セ
ン
タ

ー
か
ら
そ
の
仕
事
を
希
望
す
る

会
員
に
電
話
な
ど
で
連
絡
し
、

仕
事
の
内
容
や
時
間
、
場
所
な

ど
の
条
件
を
確
認
し
た
う
え
で
、

引
き
受
け
る
か
を
決
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
い
っ
た
ん
引
き
受

け
た
仕
事
は
、
最
後
ま
で
責
任

を
持
っ
て
従
事
し
て
い
た
だ
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
仕
事

が
終
了
す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
配
分
金
（
報
酬
）
が
支
払
わ

れ
ま
す
。

【
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
）
と
の
違
い
】

雇
用
関
係
の
あ
る
常
用
的
な

仕
事
を
紹
介
す
る
職
業
安
定
所

と
は
異
な
り
、
セ
ン
タ
ー
で
は

発
注
者
と
就
業
者
と
の
間
に
雇

用
関
係
を
も
た
ず
、
委
任
契
約

ま
た
は
請
負
に
よ
っ
て
、
臨
時

的
、
短
期
的
な
仕
事
を
提
供
し

ま
す
。

【
団
体
傷
害
保
険
に
加
入
】

発
注
者
と
会
員
の
間
に
は
雇

用
関
係
が
な
い
の
で
、
労
働
保

険
（
労
災
保
険
、
雇
用
保
険
）

や
社
会
保
険
（
健
康
保
険
、
厚

生
年
金
保
険
）
の
適
用
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
会
員
の

み
な
さ
ん
に
は
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
団
体
傷
害
保
険（
シ

ル
バ
ー
保
険
）
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

【
福
利
厚
生
】

会
員
の
技
能
や
技
術
を
高
め

る
た
め
、
各
種
講
習
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
相
互

の
親
睦
と
連
帯
感
を
高
め
る
た

め
、
同
好
会
や
地
域
別
の
活
動

を
は
じ
め
、
会
員
の
作
品
展
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇

◇

く
わ
し
く
は
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:��w
w
w
4
.o
cn
.

n
e.jp� �

h
ig
a
s
is
c�

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

東
大
阪
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
永
和

１
―

１５
―

２
）

０
６（
６
２
２
４
）

２
４
０
８
、�
０
６（
６
２
２
４
）

２
４
０
９

公
立
幼
稚
園

通
園
区
は
市
内
３
園
区
に
分

か
れ
て
お
り
、
該
当
す
る
園
区

内
な
ら
ど
の
幼
稚
園
で
も
申
し

込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
公
立
幼
稚
園
間
の
重

複
出
願
は
で
き
ま
せ
ん
。

◇
募
集
人
数

▽
４
歳
児
�

縄
手
南
・
石
切
・
孔
舎
衙
・
岩

田
・
北
宮
・
英
田
幼
稚
園
は
各

７０
人（
２
学
級
）、
枚
岡
幼
稚
園

は
１
０
５
人（
３
学
級
）、
そ
の

他
の
幼
稚
園
は
各
３５
人
（
１
学

級
）

▽
５
歳
児
�
希
望
者
全

員
※
今
年
度
４
歳
児
で
入
園
し

た
園
児
が
引
き
続
き
通
園
す
る

場
合
は
、
改
め
て
手
続
き
を
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象

平
成
１８
年
４
月
２

日
〜
平
成
２０
年
４
月
１
日
に
生

ま
れ
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た

は
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
保

護
者
と
同
居
す
る
幼
児

◇
願
書
の
交
付

９
月
１
日

�
〜
３０
日
�
午
後
２
時
〜
４
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

◇
願
書
の
受
付

▽
４
歳
児

�
１０
月
３
日
�
午
後
１
時
３０
分

〜
２
時（
受
付
終
了
後
に
抽
選
）

▽
５
歳
児
�
１０
月
６
日
�
午
後

１
時
３０
分
〜
４
時

※
願
書
の
交
付
と
受
付
は
、

各
幼
稚
園
で
行
い
ま
す
。な
お
、

必
ず
希
望
す
る
幼
稚
園
で
願
書

の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◇
入
園
・
保
育
料
（
平
成
２３

年
度
の
金
額
）

▽
入
園
料
�

５
０
０
０
円

▽
保
育
料
�
月

額
６
５
０
０
円（
１２
か
月
払
い
）

【
４
歳
児
の
入
園
決
定
】

募
集
人
数
を
超
え
た
場
合
は

受
付
終
了
後
に
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
ま
た
、
募
集
人
数
に
満

た
な
い
場
合
は
全
員
を
入
園
者

と
し
、
欠
員
の
あ
る
園
で
は
２

次
募
集
を
行
い
ま
す
。

◇
２
次
募
集
願
書
の
交
付

１０
月
６
日
�
〜
２０
日
�
午
後
２

時
〜
４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）

◇
２
次
募
集
願
書
の
受
付

１０
月
２５
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

２
時
（
受
付
終
了
後
に
抽
選
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

▽
通
園
区
の

幼
稚
園

▽
学
事
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
７
１
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
３
８

私
立
幼
稚
園

私
立
幼
稚
園
の
入
園
手
続
き

も
各
幼
稚
園
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

◇
願
書
の
交
付

９
月
１
日

�
か
ら

◇
願
書
の
受
付

１０
月
３
日

�
か
ら

【
入
園
・
保
育
料
を
補
助
】

私
立
幼
稚
園
に
入
園
す
る
と
、

入
園
料
・
保
育
料
の
補
助
が
受

け
ら
れ
ま
す
。
入
園
後
の
６
月

ご
ろ
に
保
護
者
が
各
幼
稚
園
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
国
か
ら
の
補
助
金
（
平
成

２３
年
度
の
金
額
）

４
万
６
８

０
０
円
〜
３０
万
３
０
０
０
円（
３

〜
５
歳
児
）

※
市
民
税
額
に
よ
り
支
給
額

が
異
な
り
、所
得
制
限
に
よ
り
支

給
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
２
人
目
か
ら
は
増
額
。

兄
姉
な
ど
の
有
無
に
よ
り
、
支

給
額
が
異
な
り
ま
す
。

◇
市
か
ら
の
補
助
金
（
平
成

２３
年
度
の
金
額
）

５
０
０
０

円
〜
２
万
９
０
０
０
円
（
４
・

５
歳
児
、
所
得
制
限
な
し
）

◇

◇

◇
問
合
せ
先

各
幼
稚
園

入 会 方 法
シルバー人材センターに入会できるのは、市

内在住で原則６０歳以上の働く意欲のある方です。

ただし、入会説明会を受け、入会講習会受講後、

理事長の承認があって初めて会員資格が得られ

ます。

現在、失業保険を受給している方は、就業し

て収入を得ると職業安定所に自己申告しなけれ

ばなりませんので、ご注意ください。

なお、会費は年３，０００円でその年度（３月３１日）

まで有効です。引き続き会員になる場合は、新

年度の４月１日から５月３１日までに会費を納め

てください。会費の納入がないと退会扱いとな

りますので、ご注意ください。

【入会手続き】
センターでは、毎月２回入会説明会をしてい

ます。 とき ８月２３日�、９月１３日�、２７日
�、１０月１１日�、２５日� ☆いずれも午前１０時

～正午 ところ シルバー人材センター２階会

議室 ※後日、入会講習会を必ず受講してくだ

さい。

こ
と

ば

も

じ

わ
た
し

せ
い
か
つ

言
葉
や
文
字
は
、
私
た
ち
が
生
活
し
て
い

た
い
せ
つ

く
う
え
で
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。「
す

ひ
と

も

じ

べ
て
の
人
に
文
字
を
�
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

ね
ん

は
じ

こ
く
さ
い
し
き

じ

ね
ん

１
９
９
０
年
に
始
ま
っ
た
「
国
際
識
字
年
」

ほ
ん

し

と
り

く

こ

と

し

ね
ん

め

の
本
市
で
の
取
組
み
も
、
今
年
で
２２
年
目
を

む
か

ほ
ん

し

し
き

じ

が
っ
き
ゅ
う

ち
ょ
う

迎
え
ま
し
た
。
本
市
で
も
、
識
字
学
級
や
長

え
い
ち
ゅ
う

が
っ
こ
う

や

か
ん
が
っ
き
ゅ
う

た
い
へ
い

じ

ち
ゅ
う

が
っ
こ
う

や

か
ん

栄
中
学
校
夜
間
学
級
、
太
平
寺
中
学
校
夜
間

が
っ
き
ゅ
う

き
ょ
う

し
つ

お
お

か
た
が
た

学
級
、よ
み
か
き
教
室
な
ど
で
、多
く
の
方
々

も

じ

け
ん
め
い

ま
な

し

が
文
字
な
ど
を
懸
命
に
学
ん
で
い
ま
す
。
市

し
き

じ

り

か
い

に
ん
し
き

ふ
か

で
は
、
識
字
へ
の
理
解
と
認
識
を
深
め
て
も

こ

と
し

こ
く
さ
い
し
き

じ

し

ら
う
た
め
、
今
年
も
「
国
際
識
字
デ
ー
・
市

み
ん

か
い
さ
い

さ
ん

民
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
参

か加
し
ま
せ
ん
か
。が

つ
よ
う

か

も
く

ご

ご

じ

ぷ
ん

◇
と
き

９
月
８
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

じ

か
い
じ
ょ
う

ご

ご

じ

４
時
（
開
場
は
午
後
１
時
）

だ
ん
じ
ょ
き
ょ
う

ど
う
さ
ん

◇
と
こ
ろ

イ
コ
ー
ラ
ム
（
男
女
共
同
参

か
く画
セ
ン
タ
ー
）

な
い
よ
う

こ
う
え
ん

に
ん
げ
ん

い

◇
内
容

▽
講
演
「
人
間
ば
ん
ざ
い
〜
生

よ
ろ
こ

た
の

か
な

く
る

き
る
喜
び
、
楽
し
み
、
悲
し
み
、
苦
し
み
な

ふ
く

に
ん
げ
ん

か
ん
が

ど
を
含
む
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
考

な
お

き

し
ょ
う

さ
っ

か

な
ん

ば

と
し
ぞ
う

し
ゃ

え
る
」
直
木
賞
作
家
・
難
波
利
三
さ
ん
（
写

し
ん真
）

▽
コ
モ
ド
フ
レ
ン
ド
に
よ
る
「
な
つ

お
ん
が
く

か
し
い
音
楽
で
く
つ
ろ
ぎ
の
ひ
と
と
き
を
」

て
い
い
ん

に
ん

と
う
じ
つ
せ
ん
ち
ゃ
く
じ
ゅ
ん

◇
定
員

２
４
４
人
（
当
日
先
着
順
）

し
ゅ

わ

つ
う
や
く

※
手
話
通
訳
あ
り
。

と
い
あ
わ

さ
き

し
ゃ
か
い
き
ょ
う

い
く

か

◇
問
合
せ
先

社
会
教
育
課

０
６（
４
３

０
９
）
３
２
７
９
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

希望職種一覧

屋内外清掃作業、屋内外軽作業、大
工仕事、ふすま・障子の張替え、植
木の剪定、除草作業、宛名書き（毛
筆）、内職作業、家事援助サービスな
ど

あさひっこ

【フェルトでつくるおもちゃ】
とき ９月１日�午前１０時～１１時 対象
１歳以上の乳幼児とその保護者 定員 １０

組（申込先着順） ※実費が必要。 申込
方法 ８月２５日�午前１０時から電話で
【フェイスタオルであそぼう】
とき ９月２日�午前１０時～１１時 対象
２歳以上の幼児とその保護者 定員 １２組

（申込先着順） 持ち物 タオル２枚、お茶

申込方法 ８月２５日�午前１０時から電話で
【地域向け講演～みんなで楽しむまちづくり】
とき ９月５日�午後２時～３時３０分
講師 大阪商業大学准教授・酒井理さん

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 あさひっ

こ（旭町子育て支援センター） ０７２（９８０）

８８７１、�０７２（９８５）１０５５

鴻池子育て支援センター

【みんなで楽しくランチタイム】
給食を試食しながら交流します。 とき
９月９日�午前１０時～正午 対象 ３歳以

上の幼児とその保護者 定員 １０組（初参加

者を優先して抽選） 料金 １人１５０円 持
ち物 コップ、大人用はし、お茶 申込方法
８月２６日�午後１時３０分～５時に電話で

【リズムと水遊び】
とき ８月２６日�午前１０時～１１時３０分 対
象 ３歳以上の幼児とその保護者 定員
２０組（申込先着順） 持ち物 水着または

布パンツ、バスタオル、お茶 申込方法
８月１７日�午後１時３０分～５時に電話で
【とびだすアンパンマンカードを作ろう】
とき ９月２日�午前１０時～１１時１５分
対象 就学前乳幼児とその保護者 定員
８組（抽選） 持ち物 お茶 申込方法
８月２６日�午後１時３０分～５時に電話で

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 鴻池子育て

支援センター ０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

荒本子育て支援センター

【片栗粉であそぼう】
とき ８月２６日�午前１０時～１１時３０分 対
象 ２歳以上の幼児とその保護者 定員
２５組（申込先着順） 料金 ５０円 申込方
法 ８月１７日�午後１時から電話で
【おたのしみ会～ミニミニ人形劇】
とき ８月２９日�午前１０時～１１時 対象
１歳６か月以上の乳幼児とその保護者 定
員 ４０組（申込先着順） 申込方法 ８月

１７日�午後３時から電話で
【公園であそぼう】
菱屋東公園に行きます。 とき ９月５

日�午前１０時～１１時 対象 就学前乳幼児

とその保護者 申込方法 ８月１９日�午後
１時から電話で

【牛乳パックで小物入れを作ろう】
とき ９月５日�午後１時３０分～３時
対象 ２歳以上の幼児とその保護者 定員
２０組（申込先着順） 料金 ５０円 申込方
法 ８月２２日�午後１時から電話で
【よちよちタイム】
とき ８月２２日�、２９日�、９月２日�
午後１時３０分～３時３０分 対象 よちよち

歩きの１歳児とその保護者 ※申込不要。

◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 荒本子育て

支援センター ０６（６７８８）１０５５、�０６（６７８８）２５９７

長瀬子育て支援センター

【親子広場】
毎週水曜日に開催します（計７日間）。 初
回のとき・対象・定員 �９月７日��２歳
～２歳６か月の幼児とその保護者・２０組

�１４日��６か月～１歳未満の乳児とその
保護者・１２組 ☆いずれも午前１０時～１１時

※初参加者を優先して抽選。 申込方法 ８

月２２日�～２９日�午前９時３０分から電話で
【シールあそび】
とき ９月９日�午前１０時～１１時 対象
１歳６か月～２歳未満の乳児とその保護者

定員 １５組（申込先着順） 申込方法 ８

月２９日�午後１時から電話で
◇ ◇

■ところ・申込み・問合せ先 長瀬子育て

支援センター ０６（６７２８）１８００、�０６（６７２８）２４１３

気軽に親子が集まっておしゃべりした

り、遊んだりできます。

【キッズステーション】
とき 月曜日～金曜日午前１０時～午後

３時 ところ・問合せ先 善根寺町４―２―

３８ ０７２（９８５）１３３１

【親子ｄｅカフェあ・ん】
とき 月・火・木・金・土曜日午前１０

時～午後３時 ところ・問合せ先 中石

切町４―６―１９ ０７２（９５１）９６５３

【みんなの広場きらりっこ】
とき 月曜日～金曜日午前１０時～午後

３時 ところ・問合せ先 岩田町４―３―２２

―２０６ ０７２（９６２）２２８５

【つどいの広場つみき】
とき 月曜日～金曜日午前１０時３０分～

午後３時３０分 ところ・問合せ先 宝持

４―６―３ ０６（６７２５）６７８２

【ほしのこクラブ】
とき 月曜日～金曜日午前１０時～午後

３時 ところ・問合せ先 小阪本町１―５―

２６ ０８０（５７０４）１９６２

【くすのきわんぱくクラブ】
とき 水・木・金曜日午前１０時～午後

３時 ところ・問合せ先 菱江３―１２―１３

（くすのき保育園） ０７２（９６５）１０８０

【わんぱく広場】
とき 月・火・木曜日午前９時～午後

２時 ところ・問合せ先 稲田本町３―１９

―６（さわらび保育園） ０６（６７４６）１２７７

【あそぼ】
とき 月曜日～金曜日午前９時３０分～

午後２時３０分 ところ・問合せ先 森河

内西２―２７―４（フタバ学園） ０８０（３０２８）

６１８８

【木の実わんぱく広場】
とき 月曜日～金曜日午前９時～午後

２時 ところ・問合せ先 岸田堂西１―６―

３７（木の実保育園） ０６（６７２１）６２４１

【きらら】
とき 火・木・土曜日午前１０時～午後

３時 ところ・問合せ先 近江堂２―６―３０

（弥刀さつき保育園） ０６（６７２８）２１３０

【こども広場】
とき 月曜日～金曜日午前９時３０分～

午後３時３０分 ところ・問合せ先 西堤学

園町３―１―１（東大阪大学） ０６（６７８２）２８２１

◇ ◇

■問合せ先 子育て支援課 ０６（４３０９）

３３０２、�０６（４３０９）３８１７

市役所本庁舎の一部窓口業務を試

行開設します。

手続きの際には、運転免許証やパ

スポート、健康保険証など本人が確

認できる書類を持参してください。

他市町村や警察署などへの確認や

問合せが必要な場合は、取扱いがで

きないときや手続きが完了しない場

合がありますので、くわしくは担当

課へお問合せください。

開設日時 ８月２７日	午前９時～
正午 開設場所 市役所本庁舎２階、

３階

取 扱 業 務

【住民関係】
戸籍届、住民異動届、外国人登録

申請、印鑑登録などの届出や住民

票、印鑑証明などの各種証明書交付

など

■問合せ先 市民課 ０６（４３０９）

３１７２、�０６（４３０９）３８０４
【国民健康保険・後期高齢者医療
制度関係】
加入・脱退・変更の申請や各種療

養費の給付申請、保険料の納付・相

談など

■問合せ先 �医療保険室資格給
付課 ０６（４３０９）３１６７、�０６（４３０９）３８０４
�医療保険室保険料課 ０６（４３０９）

３１６８、�０６（４３０９）３８０７
【医療助成関係】
乳幼児や障害者などの医療費助成

にかかる医療証の申請および療養費

の申請など

■問合せ先 医療助成課 ０６（４３０９）

３１６６、�０６（４３０９）３８０５
【こどもの手当関係】
子ども手当や児童扶養手当などの

申請

■問合せ先 国民年金課 ０６（４３０９）

３１６５、�０６（４３０９）３８０５
【市税関係】
市税の各種証明書発行や納付・相

談・申告受付・申請受付・閲覧・届

出、原動機付自転車および小型特殊

自動車の登録・廃車

■問合せ先 �税制課 ０６（４３０９）

３１３１、�０６（４３０９）３８１０ �市民税課
０６（４３０９）３１３５、�０６（４３０９）３８０９
�固定資産税課 ０６（４３０９）３１４３～４、

�０６（４３０９）３８１１ �納税課 ０６（４３０９）

３１４７～５２、�０６（４３０９）３８０８
◇ ◇

■試行開設の問合せ先 政策推進

室 ０６（４３０９）３１０１、�０６（４３０９）３８２６

私 立 幼 稚 園
電話番号

０７２（９８１）２３９３

０７２（９８２）４８７５

０７２（９８１）５３１６

０７２（９８２）４３４３

０７２（９６２）４７４８

０７２（９６４）００３４

０６（６７４６）９１７１

０６（６７２１）５０２８

０６（６７４５）７８０６

０６（６７８３）５２９０

０６（６７８１）２７８６

０６（６７２３）８１８９

０６（６７８１）７８２０

０６（６７２１）７０３８

０６（６７８３）６３４５

０６（６７８８）８１００

０６（６７２０）６４００

０６（６７２１）８２２４

０６（６７８１）４７４７

０６（６７８２）１６００

０６（６７２１）７０２６

０６（６７４６）７０９１

幼稚園名
恵徳

四葉

枚岡カトリック

石切山手

花園

松葉

鴻池学園

青葉

徳庵愛和

朝陽ヶ丘

進修

大阪樟蔭女子大学附属

西堤

八戸の里

森河内

東大阪大学附属

みどり

進修第二

長栄

大阪商業大学附属

源氏ヶ丘

桃の里

公 立 幼 稚 園
電話番号

０７２（９８２）１４７１

０７２（９８１）２０５０

０７２（９８１）２２９０

０７２（９８１）２８７４

０７２（９８１）３５２０

０７２（９８１）２５３８

０７２（９８４）５５２０

０７２（９６１）４１７４

０６（６７２１）３６１３

０６（６７４４）５０５０

０７２（９６１）６６６５

０７２（９６２）８００５

０７２（９６１）８６１１

０６（６７２１）０９３１

０６（６７８３）１０００

０６（６７８８）４３００

０６（６７２３）１１００

０６（６７２８）１００１

０６（６７２４）０６５０

幼稚園名

縄手南

縄手

縄手北

枚岡

石切

孔舎衙

池島

北宮

若江

成和

英田

玉串

岩田

小阪

高井田

意岐部

弥刀東

長瀬西

菱屋西

Ａ
園
区

Ｂ
園
区

Ｃ
園
区

高
齢
者
も
い
き
い
き
と
し
た
生
活
を

みみんんななでで お し ゃ べ り

つつどどいいのの広広場場

川俣スカイランドで働くシルバー会員

※車での来場は
ご遠慮ください

元気いっぱい遊ぼう
子育て支援センターの催し
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平成２４年度

な
ん

ば

と
し

ぞ
う

こ
う

え
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第４土曜日に開設しています

市役所本庁舎の一部窓口業務

ねん ひがしおおさか し

２０１１年 東大阪市
こくさい しき じ

国際識字デー・
し みん

市民のつどい

（４）平成２３年８月１５日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年８月１５日（５）



まなぶのつづき

土曜講座「みる・ふれる・きく」
東大阪の歴史を解説

�時�内�９月３日��「客坊でみつか
った仏さま」 �１０日��「客坊でひ
ろわれた瓦」 �１７日��「山畑遺跡
の矢じり」 ☆いずれも午後１時３０分

～３時 �定各２０人（申込先着順） �料
小・中学生２０円、高校・大学生３０円、

大人５０円 �申８月１７日�午前９時から
電話で

�所�申�問郷土博物館 ０７２（９８４）６３４１、

�０７２（９８６）１４３２

大学などとの共同研究開発を支援
産学プラス１モノづくり事業

東大阪商工会議所では、市内製造業

者と大学・公的研究機関が連携し、技

術開発や製品開発を進める「産学プラス

１モノづくり事業」を実施しています。

希望する製造業者には、技術課題など

を聞いたうえで大学などとのマッチン

グを行います。共同開発や研究を希望

する市内製造業者はお問合せください。

�申�問東大阪商工会議所企画調査部
０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

プールのご利用を
東大阪アリーナ

東大阪アリーナのプールは、８月は

２１日�と２６日�以外は休まず営業しま
す。 �料�大人２時間まで５００円（超過
料金３０分１００円） �中学生以下の方２
時間まで２５０円（超過料金３０分５０円）

※小学校３年生以下は保護者同伴。

�問東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

高齢者はり・きゅう・
マッサージ施術を実施

９月の敬老月間中、市内の施術所で

はり・きゅうおよびマッサージ施術を

行います。 �時９月１日�～３０日�（原
則土・日曜日、祝日を除く） �対市内
在住の６５歳以上の方 �料１回１，０００円
※２回まで施術可。 �申８月１６日�～
９月２９日�午前９時～正午（土・日曜日、
祝日を除く）に電話で

■はり・きゅうの�申�問 市鍼灸師連

絡協議会 �永澤鍼灸院 ０７２（９８２）

７８３９ �プラザ鍼灸院 ０７２（９６０）０８７８

�なかがわ鍼灸院 ０６（６７８２）４１４９ �
にし鍼灸院 ０７２（９６１）７８１３

■マッサージの�申�問 市身体障害者

福祉協会視覚障害部会 �佐藤施術所
０７２（９６１）６０８９ �高山施術所 ０６

（６７２８）３２５８ �羽子田施術所 ０６

（６７８２）１９３７

�問高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、�０６
（４３０９）３８４８

みどり豊かなまちへ
緑化樹を配布

自治会やＰＴＡなどが行う緑化活動

を促進するため、緑化樹を配布します。

�対次のいずれかに該当すること �マ
ンションなどを自治会のみなさんが協

同で緑化する �学校などでＰＴＡの
みなさんが協同で緑化する �公共の
場を地域のみなさんが協同で緑化する

�工場を社員のみなさんが協同で緑化
する 樹木の種類 �高木（高さ約１．８
ｍ）�カイヅカイブキ、キンモクセイ、
サザンカ、ヤマモモ、ウメ、コブシ、

ソメイヨシノ、ハクモクレン、ハナミ

ズキ �植栽済プランター（高さ約１．８
ｍ）�キンモクセイ、コブシ、サザン
カ、ハナミズキ、ヤマモモ �どんぐ
り苗木（高さ約２０	～３０	）�クヌギ、
コナラ、アラカシ、ウバメガシ ※複

数本の申請が必要。 �申申請書に必要
事項を書いて、９月９日�（必着）まで
に郵送 ※申請書はみどり対策課で配

布。緑化樹は来年３月ごろに配布予定。

�申�問〒５７７・８５２１市役所みどり対策課
０６（４３０９）３２２７、�０６（４３０９）３８３６

傍聴しませんか
文化芸術審議会

�時８月２９日
午前１０時から（受付は
午前９時４５分から） �所市役所本庁舎
２２階会議室 �定１０人（抽選）
�問文化国際課 ０６（４３０９）３１５５、�０６

（４３０９）３８２３

市民バレーボール大会抽選会
一般女子・ママさん・シニアの部

９月１１日�に東大阪アリーナ、２３日
�に東体育館で開催するバレーボール
大会の抽選を行います。 �時８月２６日
�午後７時１５分から（受付は午後７時
から） �所市民会館大集会室 �対市内在
住、在勤（いずれか）の方 ※高校生を

除く。 �料１チーム（９人制）３，０００円
�問�市バレーボール協会 ０７２（９６３）

６０２１ �青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

納期限は８月３１日
市・府民税第２期分

市民税・府民税第２期分の納期限は

８月３１日�です。納期限までに市税取
扱金融機関または郵便局で納めてくだ

さい。口座振替を利用している方は、

口座の残高確認をお願いします。なお、

納付書を紛失された場合は再発行しま

す。

【休日納付相談】
納付が困難な方を対象に、休日納付

相談を行います。来庁または電話でご

相談ください。来庁の際は、納税通知

書と印鑑を持参してください。なお、

正午から午後１時までの電話相談はあ

りません。 �時８月２７日�、２８日�午
前９時～午後４時

◇ ◇

�所�問納税課 ０６（４３０９）３１４８～５２、�
０６（４３０９）３８０８

料金表示のないものは無料。定員がある

ものもあります。くわしくは問合せ先へ。

虫捕りと虫聞きの２つを楽しもう
池島遊水池へ行きます。�時９月３日�（小

雨決行）☆近鉄東花園駅南改札口（難波行

き）に午後４時集合、午後８時ごろ現地解

散�料小学生１００円、大人３００円、家族５００円※
小学生以下は保護者同伴�持飲み物、雨具、
懐中電灯、網、かご�問三木０８０（５３０６）２４５５

夏休み親子木工教室
本立てや貯金箱などを作ります。�時８月

２０日�午前９時～午後０時３０分、午後１時
３０分～５時�対小学生とその保護者�料各１組
５００円�所�申�問西尾木材工業所（中石切町２）
０７２（９８８）１２０１

親子で拓本を作ろう
�時８月２１日�午後２時～４時�所埋蔵文化
財センター�対親子※子どものみも可�申�問商
業史博物館０６（６７８５）６１３９、�０６（６７８５）
６２３７

子ども囲碁大会
�時８月２０日�午前１０時～午後５時�所大阪
商業大学�対小・中学生�料５００円�申�問囲碁教育
振興会事務局０６（６９９１）９５５０（�兼用）

ステージフェスティバル
�時８月２８日�午前１０時～午後２時３０分�内
シャンソン、オカリナなど※出演者も募集

（有料）�所�申�問あいも文化交流会館（御厨
中１）０６（６７８２）３５６６

オカリナ合奏コンサート
�時８月２１日�午後５時～�所あいも文化交
流会館（御厨中１）�料１，８００円�申�問宮本０８０
（６２１９）７９６４

希望の夕べ～鎮魂と感謝を込めて
�時９月１１日�午後３時３０分～７時�所日下
新池、パンドラの丘�内旧河澄家の見学、竹
筒にローソクを灯しオカリナ演奏など�料１００
円�申�問日下山を市民の森にする会「森」０７２
（９８５）３５３９、�０７２（９８５）３１００

たきぎ

ひらおか薪能
�時９月２４日�午後５時３０分～�所枚岡神社

ふくろう

境内特設舞台�内狂言「梟」、能「船弁慶」
�問枚岡薪能実行委員会０７２（９８１）４１７７

年金受給者ふれあい会員大会
�時９月２８日�午後１時～４時３０分�所イコ
ーラム（男女共同参画センター）�内講演、
落語、舞踊など�申ハガキに大会名、住所、
氏名、電話番号を書いて８月３１日�までに
郵送�申�問〒５７７・００３３御厨東２―１０―２１大阪府
年金受給者協会東大阪支部０６（６７８１）６７９０

チュニックブラウス作り
�時９月の水曜日午前９時３０分～正午（計
４日間）�所東公民館�対女性�料３，０００円�申�問
尾形０９０（１９１１）０８１９

調停相談会
�時１０月１７日
午前１０時～午後４時�所市民
会館�内民事・家事調停に関すること�問民事
�大阪民事調停協会０６（６３６３）３０９１、家事
�大阪家事調停協会０６（６９４７）１４２０

高専ロボコン２０１１近畿地区大会
�時１０月２３日�午後１時～５時�所近畿大学
記念会館�申往復ハガキに大会名、住所、氏
名、電話番号、参加人数を書いて郵送�申�問
〒５１８・０４５９名張市春日丘７番町１近畿大学

工業高等専門学校０５９５（４１）０１３８※問合せ

は８月２２日
以降の平日
講座「大阪発 地域が元気でありつづける

もと

ために～元気の素とその効能を探る」
�時８月２０日�午後２時～４時３０分�所大阪

商業大学４号館�申�問大阪商業大学教務課０６
（６７８１）８８１６、�０６（６７８１）８４３８

近畿大学英語村の一般開放
�時８月２２日
～９月１５日�午前１０時～午
後４時（土・日曜日を除く）�対高校生以上
の方�内英語でフリートークなど�所�問近畿大
学英語村０６（６７２１）２３３２

シニアのためのパソコン教室
�時９月６日�、１３日�、２０日�午前９時

３０分～１０時３０分（計３日間）�所グリーンパ
ル（中鴻池）�対シニアのパソコン初心者�料
３，０００円�持ノートパソコン※レンタルあり
（有料）�申�問溝口０８０（６１０７）５６８７

パソコン教室～知っておきたいトラブル事例
�時９月１１日�、１０月９日�午後１時～４

時�料各３，０００円�所�申�問NPO法人ITブレーン
（小阪１）０６（６６１８）６９００、�oubo@it�os
aka.jp

講座「発達障害を知る」とヨガ
�時�内�９月２６日
、１０月３日
、１１月１４

日
�発達障害の支援と仕組みを学ぶ�１１
月２１日
�ヨガ☆いずれも午前１０時～正午
�所市民会館�料１回５００円�申�問NPO法人シス
ターフッド大阪０７２（９８１）１８４３（�兼用）

家族の集い～東大阪断酒会
�時９月１０日�午後２時～４時�所高井田障

害者センター�料１００円�問オラシオン相談支援
センター０６（６７３０）９８９８

メタボ予防教室～食生活を見直そう
ハ リ ー

�時９月１６日�午後２時～３時�所�申�問Holly
え い わ

EIWA（永和２）０６（６７２２）６５１６

消費生活展～捨てる前の一工夫
�時１０月２３日�午前１０時～午後３時�所市役

所本庁舎１階※作品も募集�問松浦０９０（６９６５）
３３８７

ガイドヘルパー（知的）養成研修
�時１０月９日�、１０日�午前１０時～午後５

時１０分（１０日は午後５時まで）、実習１日

（計３日間）�所第二東福（旭町）�対１８歳以
上の方�料１０，０００円�申�問ハッピークラブ０７２
（９８６）２２２６

妊娠期のパパ・ママ講座
�時９月１１日�午前１０時３０分～午後１時、
午後２時～４時３０分�所イコーラム（男女共
同参画センター）�対初出産を迎える夫婦�料
各５００円�申�問大阪府助産師会東大阪支部０９０
（８７５０）３６３８

ヘプバーン映画鑑賞会
映画「ローマの休日」と「シャレード」

を上映します。�時８月２２日
・２３日�・２６
日�午後０時３０分～、午後７時～、２８日�
午後３時～、午後５時～�所あいも文化交流
会館（御厨中１）�料１回３００円�申�問三原０９０
（２２８０）９９８４

アーバンケア御厨夏祭り
�時８月２８日�午後４時～８時�内模擬店、
ブラスバンドなど�所�問アーバンケア御厨（御
厨東１）０６（６７８４）７０７７

東大阪けん玉道選手権大会
�時９月１１日�午前１０時～�所石切東小学校
�料１００円�申�問杉山０９０（８１９６）６１２８
東大阪リトルリーグ硬式野球夏季見学会
�時８月２０日�、２１日�午前９時～午後４
時�所大阪産業大学グラウンド�問谷口０９０
（９６９４）５８１４

東北応援チャリティー「うたごえ喫茶」
�時９月１９日�午後２時～４時�所イコーラ
ム（男女共同参画センター）�内アコーディ
オン演奏など�問中村０６（６７２２）６７３５

市民の情報交換の場として偶数月の１５

日号の市政だよりに掲載している「掲示

板」の掲載依頼の締切日を発行日２５日前

から発行日１か月前に変更します。１０月

１５日号から適用し、締切日を過ぎたもの

は一切受付できません。理解と協力をお

願いします。

なお、掲載依頼は次のことを守ってい

ただくようにお願いします。

�定例的な教室などを紹介する「ふれあ
いの広場」（３月１５日号に掲載）との併

用は不可とする

�１団体１掲載とする
�同一団体の連続掲載は不可とする
（例）８月１５日号の「掲示板」に掲載し

た団体は１０月１５日号に掲載できません。

�問広報課 ０６（４３０９）３１０２、�０６（４３０９）
３８２１

掲載依頼の締切日を変更
市 政 だ よ り「 掲 示 板 」

（６）平成２３年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り
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筋肉をつかってダイエット革命
スロージョギングでメタボすっきり教室

スロージョギングやステップ運動で

筋肉を鍛えます。

�時９月１２日�午前１０時～午後３時、
１０月４日�・１１月１日�・来年１月１１
日�・２月７日�・２２日�午前９時３０
分～１１時３０分、９月１６日�・１２月６日�
・来年２月１日�午後１時３０分～３時
３０分 �対全日程参加できる東大阪市国
民健康保険加入者で昨年度に特定健康

診査を受診した４０歳～６８歳のＢＭＩ２３

以上の方 ※特定保健指導対象の方、

脳血管疾患・心疾患などの既往のある

方や運動制限のある方は除く。 �定３５
人（抽選） �内スタミナ・体力測定、
個別運動プログラム作成、血液検査な

ど �講福岡大学教授・田中宏暁さん
�持動きやすい服・靴、筆記用具、お茶
など �申９月１日�までに電話または
ファクスで

�所�申�問東保健センター ０７２（９８２）

２６０３、�０７２（９８６）２１３５
�問医療保険室保険管理課 ０６（４３０９）

３０５１、�０６（４３０９）３８０５

みんなでエクササイズ

�時９月１１日�午後２時～４時 �所市
民ふれあいホール �対市内在住の方
�定３０人（障害児者を優先して抽選）
�申８月３１日�まで
�申�問高井田障害者センター ０６（６７８９）

０１３１、�０６（６７８９）２８７０

東体育館の教室

【ジュニアバトントワリング】
�時９月～１１月の木曜日午後２時５０分

～３時４０分（計８日間） �対３歳以上の
方 �定２０人程度（抽選） �料８，４００円
【ZUMBA GOLD】
ラテン系音楽とダンスを融合した
ズ ン バ

「ZUMBA」を体験しませんか。 �時木曜
日午後１時１０分～２時（計４日間） �対
１８歳以上の女性 �定５０人程度（抽選）
�料３，１５０円

◇ ◇

※９月１日�に体験会あり。 �持動き
やすい服、室内用シューズ、タオル

�申往復ハガキ（１人１枚）に教室名、
住所、氏名（ふりがなも）、年齢、生年

月日、電話番号を書いて、８月２５日�
（必着）までに郵送

�所�申�問〒５７９・８０３６鷹殿町１―２ 東体育

館 ０７２（９８２）１３８１、�０７２（９８２）２７６８

９月は中小企業振興月間
講演会やセミナー

【記念講演会～日本が変わる ものづ
くりの変化】
�時９月１２日�午後２時～３時３０分
�講日本経済新聞社編集委員・安西巧さん
【セミナー～技術・技能を次世代へ

つな

繋ぐ】
�時９月１６日�午後２時～４時 �講�

販売開発研究所代表取締役社長・名倉

康裕さん

【視察会】
�時９月２７日�午後１時～５時３０分
�内�千代田精機（神戸市長田区）を視察

◇ ◇

定員や料金などくわしくはお問合せ

ください。そのほか、パソコン教室も

随時開催しています。くわしくは専用

フリーダイヤル（０１２０・８０９・１９４）へお

問合せください。また、優良企業表彰

や専門家派遣などもあります。

�所�申�問東大阪商工会議所振興部 ０６

（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１
�問モノづくり支援室 ０６（４３０９）３１７７、

�０６（４３０９）３８４６

介護予防教室

�時�内�８月３０日�	「介護予防とは」
�９月２０日�	「口腔ケアと栄養につ
いて」 �１０月１１日�	「楽しく体操」
☆いずれも午前１０時～１１時３０分 �対全
日程参加できる市内在住の６０歳以上の

方 �定３０人（申込先着順） �申８月１５日
�から
�所�申�問高井田老人センター ０６（６７８９）

３７５１、�０６（６７８９）９１７４

子育て勉強会

子育てで困っていることを話しませ

んか。 �時９月２８日�、１０月１７日�、
３１日�、１１月１４日�午後６時３０分～８
時３０分 �所市民会館 �対全日程参加で
きる小学生までの子どもの保護者 �定
３０人（申込先着順） �講カウンセラー・
松木育子さん

�申�問青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８１、�０６（４３０９）３８３５

親子で遊ぼう

�時９月２５日�午前９時３０分～１１時３０分
（受付は午前９時２０分から） �対親子
�定２０組（申込先着順） �内講演「英語で
話そう～アメリカのことを知ろう」東大

阪大学教授・アーマンド・スワレスさ

ん、絵本の読み聞かせ、自由遊びなど

�申８月２５日�から電話で
�所�申�問東大阪大学こども研究センタ

ー ０６（６７８２）２８２１（�兼用）
�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、�

０６（４３０９）３８１７

子育て援助・依頼会員養成講座

ファミリー・サポート・センターは、

「子育てを援助したい」援助会員と「子

育てを援助して欲しい」依頼会員を募

集しています。地域で子育てを支え合

う援助・依頼会員になりませんか。

�時９月４日�午前９時～午後０時３０分
�所総合福祉センター �対�援助会員	
自宅での保育や送迎ができる心身とも

に健康な２０歳～７０歳の市内または近隣

市在住の方 �依頼会員	おおむね３
か月～１０歳の子どもがいる保護者 �定
１５人（申込先着順） �内事業概要の説明、
子どもの健康と発達、現在の子育て環

境と求められる支援 �持筆記用具 ※

当日登録希望者は２．５
×３
の写真２
枚、印鑑、自宅周辺地図Ａ４サイズ１

枚も。 �申ハガキに会員種別（援助会員
または依頼会員）、住所、氏名、年齢、

電話番号を書いて、９月２日�（必着）
までに郵送（電話またはファクス、直

接も可）

�申�問〒５７７・００５４高井田元町１―２―１３
ファミリー・サポート・センター ０６

（６７８５）２６２５、�０６（６７８９）５６１１

【一歩セミナー～女性のための心
理学レッスン】
子育て中の女性が一人の女性とし

て自分らしい生き方を考える講座で

す。 �時�内�９月８日�	「お母さん
も�私�らしく～�いい母親�からの脱
却」 �１５日�	「母から受け継い
だもの、子どもに期待するもの」

☆いずれも午前１０時～正午 �対市内
在住、在勤、在学（いずれか）の女性

�定２０人（全日程参加できる方を優先し
て抽選） �講ウィメンズカウンセリン
グ京都カウンセラー・小松明子さん、

竹之下雅代さん �申９月１日�まで
【イコーラムカレッジ～韓国ドラ

マを通して知る韓国社会】
韓国ドラマを通して、現代の女性

の生き方、恋愛・結婚観、家族像な

どを学びます。 �時９月１８日�午後
２時～４時 �対市内在住、在勤、在
学（いずれか）の方 �定２０人（抽選）
�講立命館大学非常勤講師・山下英愛
さん �申８月２７日
まで

◇ ◇

※１歳６か月～就学前幼児の保育

あり（１人２００円・定員１０人）。 �申
往復ハガキに講座名、受講動機、住

所、氏名、電話・ファクス番号、保

育の有無（保育希望の子どもの氏名

・生年月日も）を書いて、各申込期

限（必着）までに郵送（電話または

ファクス、Ｅメール、直接も可）

�所�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―６００
イコーラム（男女共同参画センター）

０７２（９６０）９２０１、�０７２（９６０）９２０７、
�ikoramu@nifty.com

１０月から１２月までの第３期水泳

教室の会員を募集します。開催教

室、とき、対象などは表のとおり

です。くわしくは東大阪アリーナ

ホームページ（http://www.hos-

arena.com/）をご覧ください。

�持水着、水泳帽、タオル �申往復
ハガキ（１人１枚）に教室名、希

望曜日（第２希望まで）、水泳経験

の有無、住所、氏名、性別、生年

月日、電話番号を書いて、８月２４

日�（必着）までに郵送 ※ロッ

カー・駐車場代は別途必要。応募

多数の場合は抽選し、応募が少な

い教室は中止する場合がありま

す。

�所�申�問〒５７７・０８０４中小阪４―７―６０
東大阪アリーナ ０６（６７２６）１９９５、

�０６（６７２６）１９９４

料 金

中学生以下の方

８，０００円

高校生以上の方

１２，０００円

月・水・木曜日は
１２，６００円

金曜日は１０，５００円

定員

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１０人

１５人

１０人

２０人

対 象
平成１７年４月２日
～平成１９年４月１
日生まれの方

小学生

小・中学生

１８歳以上の方

１８歳以上の女性

１８歳以上の方

高校生以上の方

１８歳以上の方

４泳法で２５ｍ以
上泳げる方

と き

午後３時３０分
～４時３０分

午後４時３０分
～５時３０分

午後５時３０分
～６時３０分

午前１１時
～正午

午前１１時
～正午

午後２時
～３時

午後１時３０分
～２時３０分

午後７時３０分
～８時３０分

午前１０時
～１０時４５分

午後７時３０分
～８時１５分

午後６時３０分
～８時３０分

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

月・水・木・金曜日の
４コースから選択

月・木・金曜日の
３コースから選択

木曜日

水・金曜日の２コ
ースから選択

木曜日

月・水・金曜日の
３コースから選択

月・金曜日の２コ
ースから選択

水曜日

木曜日

月・水・木・金曜
日の４コースから
選択

教室名

幼児

小学生

小・中学生

はじめての
スイミング

レディース
�
レディース
�

成人�

成人�

アクアビク
ス

育成クラス

新しい自分を発見�
イコーラムの講座

秋から始める水泳教室 東大阪アリーナ

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２３年８月１５日（７）
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ロビーコンサート

心に響く魅惑のサウンドで癒しのひ

とときを過ごしませんか。

�時８月２８日�午後１時３０分から（受
付は午後１時から） �定１００人（当日先
着順） �内大阪樟蔭女子大学学生によ
るマンドリン演奏、大阪商業大学学生

によるギター演奏、近畿大学学生によ

る落語やギター・マンドリン演奏など

�所�問社会教育センター ０６（６７８９）

４１００、�０６（６７８９）５２１２

あそびにおいでよ�
えほんのはらっぱ

絵本の展示や貸出、工作、演劇など

をします。 �時８月２４日�午前１０時～
午後３時 �所東石切会館別館１階
�問�あしびき文庫「近藤」０７２（９８２）

２９００（�兼用） �花園図書館 ０７２

（９６５）７７００、�０７２（９６５）９２１２

史跡めぐり
暗越奈良街道を訪ねる

�時９月２２日�（雨天時は２４日�に順
延） ☆JR玉造駅改札前に午前１０時集

合、近鉄布施駅で午後４時解散 �対市
内在住、在勤（いずれか）の方 �定４０
人（抽選） �料３００円 �持弁当、飲み物、
敷物 �申往復ハガキに行事名、住所、
氏名、電話番号を書いて、８月２５日�
（必着）までに郵送

�申�問〒５７８・０９４１岩田町４―３―２２―５００
くすのきプラザ（若江岩田駅前） ０７２

（９６７）６５６５（�兼用）

文芸大作映画会

映画「武士の家計簿」を上映します。

�時９月４日�午後２時～４時 �対市内
在住、在勤（いずれか）の方 �定１２０人
（当日先着順）

�所�問ゆうゆうプラザ（日下） ０７２

（９８６）９２８４、�０７２（９８６）９２９３

映画鑑賞会

映画「引き出しの中のラブレター」を

上映します。 �時�所�定�８月２７日�午
後６時から（開場は午後５時３０分）�も
もの広場（楠根）・１２０人（当日先着順）

�２８日�午後１時から（開場は正午）�
森河内公民分館・７０人（当日先着順）

�対市内在住、在勤（いずれか）の方
�問ももの広場 ０６（６７４５）９１４１（�兼用）

学校給食短期パート調理員

勤務時間 午前８時３０分～午後３時

１５分 勤務場所 楠根東共同調理場

�内学校給食調理補助 ※社会保険に加

入。雇用は来年３月３１日まで。 �申履
歴書に必要事項を書いて郵送

�申�問〒５７７・８５２１市役所学校給食課
０６（４３０９）３２７６、�０６（４３０９）３８６７

保育所入所児童
１０月３１日までに申込みを

６歳未満（就学前）の子どもがいて、

保育できない事情がある来年度の保育

所入所希望者は、１０月３１日�までに申
し込んでください。今年３月以前に申

し込んでいる方も再度申込みが必要で

す。なお、今年の４月２日から来年２

月４日までに生まれた０歳児は、来年

２月１７日�まで受け付けします。
なお、市立金岡保育所は１歳児も募

集します。

�申�問東・中・西福祉事務所子育て支
援係 �東�０７２（９８８）６６１９、�０７２
（９８８）６６７１ �中�０７２（９６０）９２７４、
�０７２（９６４）７１１０ �西�０６（６７８４）７９８２、
�０６（６７８４）７６７７

つどいの広場運営事業者

子育てを支援する拠点「つどいの広

場」の運営事業者を募集します。

�対子育て支援に関する知識と経験の
ある市内の特定非営利活動法人、社会

福祉法人、医療法人など 募集地域・
�定�盾津東中学校区内�１か所 �高
井田・意岐部（意岐部東を除く）・上小

阪中学校区内�１か所 �内�子育て中
の親子が気軽で自由に利用できる集い

の場を提供し、交流の促進を図る取組

みをすること �相談や情報提供、講
習会などの子育て支援をすること

【事業説明会】
「つどいの広場」応募予定者は、必ず

出席してください。 �時８月３１日�午後
２時から �所市役所本庁舎７階会議室

◇ ◇

�申�問子育て支援課 ０６（４３０９）３３０２、

�０６（４３０９）３８１７

福利厚生の充実を
ゆとりーと共済会員

「ゆとりーと共済」は、中小企業を

支援するために市が出資して設立した

	勤労者福祉サービスセンターが運営
する公の共済制度です。１人月６００円の

会費で、従業員の慶弔給付をはじめ人

間ドック補助やレジャー施設の割引、

教養講座など幅広い事業を展開してい

ます。

福利厚生の充実や外部委託を考えて

いる事業主は、ぜひご利用ください。

�申�問ユトリート東大阪 ０６（６７２１）

６０００、�０６（６７２１）１２１２

宅 建 相 談

�時８月２３日
午前１０時～午後２時
�所市役所本庁舎１階相談室 �定１０人（当
日先着順） �内不動産に関するもの
�問市政情報相談課 ０６（４３０９）３１０４、

�０６（４３０９）３８０１

【お月見プラネタリウムコンサー
ト～月までとどけ オカリナのメロデ
ィー】
オカリナの優しいメロディーを聞

きながら、プラネタリウムでお月見

を楽しみませんか。 �時９月１１日�午
後２時から �料事前予約４００円、当日
５００円（大人・子ども同額） ※ドリ

ーム２１窓口で発売中（電話予約可）。

【わくわく星空教室】
プラネタリウムなどで星座や天体

について学びます。 �時９月～来年
２月の第２土曜日午後２時～４時（計

６日間） �対小学校３年生～６年生
�定２０人（市内在住、在学を優先して
抽選） �料１，０００円 �申往復ハガキに

教室名、住所、氏名、学校名、学年、

電話番号を書いて、８月３１日�（必
着）までに郵送（Ｅメールも可）

ドリーム２１臨時休館

ドリーム２１では、機器の点検とプ

ラネタリウムソフトの入れ替えのた

め、９月６日
と７日�は臨時休館
します。なお、プラネタリウムは引

き続き９月９日�まで休止し、９月
１０日�から秋の新番組を投影します。

◇ ◇

�所�申�問〒５７８・０９２３松原南２―７―２１
ドリーム２１ ０７２（９６２）０２１１、�０７２
（９６２）０８１０、�kyositu@dream21.
higashiosaka.osaka.jp

肺がん・結核エックス線検診

�時�所�９月１日�午後１時３０分、午
後２時�東診療所（申込みは東保健セ
ンターへ） �６日
午前９時２０分～
１０時�西保健センター �７日�午前
９時３０分～１０時３０分、１３日
午後１時
３０分～２時３０分�中保健センター �内
�対�肺がん検診�市内在住の４０歳以上
の方 �結核検診�市内在住の６５歳以
上の方 �定各３０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

乳がん（マンモグラフィ）検診

�時�定９月２２日��午前９時１５分、午
前１０時�４０人（申込先着順） �午後１
時、午後１時４５分、午後２時３０分�５０
人（申込先着順） �対平成２３年４月１
日現在、４０歳以上の偶数年齢の女性

�料８００円（クーポン券も可） ※生活保

護受給者と市民税非課税世帯の方は無

料。 �持バスタオル �申８月２４日�午
前９時から電話で

�所�申�問中保健センター

プレパパ・プレママの会

�時９月２６日�午後１時３０分～４時
�対市内在住の妊婦とそのパートナー
�内赤ちゃんのお風呂の入れ方など
�所�申�問東保健センター

２歳児歯科健康相談

�時�所�９月７日��西保健センター
�１２日��東保健センター �２７日

�中保健センター ※時間は申込時に

伝えます。 �対市内在住の平成２１年９月
生まれの２歳児 �定各５０人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

マタニティクラス

�時９月６日
、１３日
、２０日
、２７
日
午後１時３０分～３時３０分（計４日
間） �対市内在住のおおむね妊娠１６週
以降の妊婦 �内妊婦体操、交流会など
�所�申�問中保健センター

マタニティ歯科健診

歯科医師による健診と歯科衛生士に

よるアドバイスをします。 �時�所�９
月１５日��西保健センター �２２日�
�東保健センター �２６日��中保健
センター ※時間は申込時に伝えます。

�対市内在住のおおむね妊娠１６週以降の
妊婦 �定各１５人（申込先着順）
�申�問東・中・西保健センター

ふたごの教室

�時�所�内�９月７日�午前９時４５分～
１１時３０分�西保健センター・リトミッ
ク �１４日�午前９時４５分～１１時１５分�
中保健センター・交流会 �１６日�午
前１０時～１１時�東保健センター・リト
ミック �対市内在住のふたご、みつご
を妊娠・出産している方とその子ども

※初参加者は前日までに要申込。

�問東・中・西保健センター

�時とき �所ところ �対対象 �定定員・定数 �内内容 �講講師
�料料金（表示のないものは無料） �持持ち物 �申申込方法・応募方法など
�申申込み先・応募先など �問問合せ先 �メールアドレス

記号の見方

ワクワクがいっぱい！
ドリーム２１の催し＆教室

（８）平成２３年８月１５日東 大 阪 市 政 だ よ り


